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第 7波は想像をはるかに超える規模になりそうだ──。20日の全国の新型コロナウイルス

の新規感染者数は 15万人を超えた。16日の 11万 660人を大幅に上回り、過去最多を更新

した。 

 20日、最多を更新したのは 30府県。大阪の 2万 1976人は、東京の過去最多（今年 2月

2日の 2万 1562人）より多かった。 

 30府県について第 6波までの最多と比較したのが別表だ。2倍以上は 14県もある。感染

対策の「優良県」と言われた島根は第 6波までの最多は 219人だったが、20日の感染者は

1609 人。7.3 倍と突出した増え方だ。都市部でも愛知 2 倍、福岡 1.6 倍、大阪 1.4 倍、神

奈川 1.3倍と数千人規模で増えている。 

 しかも、第 7波の感染拡大はまだまだ続く恐れがある。 

「過去 2 年を振り返れば、夏の流行は 8 月にピークを迎えます。第 7 波もピークアウトま

で 3～4 週間かかる可能性が十分あります。新規感染者数は第 6 波の 2～3 倍では済まない

恐れがあります」（医療ガバナンス研究所理事長の上昌広氏） 

 第 7 波は若者を中心に感染が広がり、高齢世代へも波及している。大きな原因はワクチ

ン接種にありそうだ。 

 首相官邸の発表によれば、19日時点の 3回目接種率は 12～19歳が 32.4％、20代 46.9％、

30 代 50.7％にとどまっている。さらに、3 回目まで先行して接種した 60 代以上の 4 回目

接種もまだ 33.5％だ。つまり、3 回目を打っていない若者が 4 回目未接種の高齢者に感染

させていると考えるのが自然だ。 

夏の流行前なのにワクチン接種進まず… 

松野官房長官は 20 日、「若い方でも重症化したり、症状が長引いたりする可能性がある。

接種は大切な人を守ることにもつながる」と若者に 3回目接種を呼び掛けた。18日からは

岸田首相による啓発動画の配信を開始した

という。 

「今から、尻をたたいても遅すぎます。季

節性を踏まえれば、6～7月から夏の流行が

始まるのは分かっていたはずです。先を見

据えて、夏の流行の前に接種を推進するの

が政府の仕事です。今回も適切なタイミン

グでワクチン接種をできなかった政府の責

任は重大です」（上昌広氏） 

 感染者急拡大に驚き、各地でここにきて

ワクチン接種会場が混雑し始めた。枠が少

ないクリニックで接種の予約をしても、実

際に接種できる時期はかなり先になる事態

が生じている。名古屋市は予約なしで接種できる大規模会場を 20日、新たに開設した。 

 高齢者への 3 回目接種が遅れ、第 6 波では 1 万人超の死者が出た。数倍規模の恐れがあ

る第 7波に、岸田首相はどう立ち向かうつもりなのか。 


